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空気が乾燥し、火災が起きやすい時季　命を守る「火の用心」

1月から3月は火災の発生件数が最多

住宅用火災警報器の点検・設置を住宅用火災警報器の点検・設置を

　住宅用火災警報器は、火災発生を感知し警報音
で知らせる機器です。天井や壁に設置することで、
火災の早期発見に大きな効果があります。市では、
平成21年から全ての住宅で設置が義務となりまし
た。電池切れや故障がないか、ボタンを押すかひ
もを引き、音を鳴らす作動確認を定期的に実施し
てください。また、10年を目安に本体の交換が推
奨されています。

家の周囲に燃えやすいものを置く家の周囲に燃えやすいものを置く袖が広がった服を着て火を扱う袖が広がった服を着て火を扱う

石油ストーブの火を付けたまま給油石油ストーブの火を付けたまま給油こんろの火を止めずにこんろの火を止めずに
火のそばを離れる火のそばを離れる

　平成24年から令和3年の10年
間に、市内で発生した火災のう
ち、1月から3月の3カ月間に発
生したものが最も多くなってい
ます。空気の乾燥のほか、暖房
器具の使用頻度が高いことも原
因として考えられます。

参考：取手市消防年報（平成25年～令和4年版）
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これらは全て火災につながる可能性があります
※安全に配慮し撮影しています。

この時季の火災予防のポイントこの時季の火災予防のポイント

　まだまだ厚着をする・暖房を使う機会が多い時季です。厚着や暖房が火
災の原因となることもあるので、以下の点に注意して過ごしましょう。

　ストーブは住宅火災の主な原因の一つです。以下
の点を守って使用してください。
●ストーブの近くで洗濯物を乾かさない
●就寝時は消す
●壁から離して使用する
●つけたまま灯油を給油しない

▶ストーブ使用の際は、ここに注意！

▶動画でも確認！
　独立行政法人製品評価技術基盤機構（N

ナ イ ト
ITE）では、着

衣着火・ストーブ火災の危険性を広めるため、発火まで
の実験動画を公開しています。

　服に火が付く着衣着火は、自身が火元となるため
非常に危険です。以下の点に注意しましょう。
●火に近づき過ぎない
●こんろ使用の際は火力の調整とこまめな消火
●袖や裾が広がったゆとりのある服・ストール・マ
フラーは、火を扱う時には着用しない
●火の周囲は整理整頓

▶着衣着火を防ぎましょう

燃えにくい防炎製
品の活用を

　この時季は、空気が乾燥しているため火災が発生しやすくなります。また風が強
い日が多く、火災が発生した際に大きく広がり、被害が大きくなる可能性があります。
命や財産を守るため、火の用心を心掛けましょう。

� 問�消防本部予防課☎ 74-1429


